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【内容要旨】（1,200字以内） 

背景：末梢動脈疾患（PAD）は、加齢や生活習慣の変化に伴い近年増加している。薬物

治療や血管内治療の進歩にも関わらず、下肢切断の原因になるばかりか心血管疾患によ

る死亡率が高い予後不良な疾患である。 

慢性炎症性疾患の PAD 患者では身体活動低下を認め、栄養障害が生じる。栄養障害

は慢性心不全や悪性腫瘍の予後不良因子となることが報告されているが、栄養障害と

PAD の予後との関係は十分検討されていない。本研究では、栄養の他覚的評価方法で

ある controlling nutritional status (CONUT)スコアを尺度に、PAD患者における栄養

障害の頻度、栄養障害と重症度ならびに予後との関係を検討した。 

方法：当院で初回の血管内治療を受けた入院患者 357 人を対象とした。血清アルブミ

ン値、総コレステロール値、血中リンパ球数を用い点数化する CONUT スコアで栄養

状態を他覚的に評価した。CONUTスコアが低い順に、対象を正常、軽度、中等度およ

び重度栄養障害の 3群に分類し、他覚的栄養障害から、患者背景、病状と予後の関係性

を検討した。 

結果：患者は男性 287 人、女性 70 人、平均年齢は 74±9 歳だった。栄養障害患者は

199人（56%）だった。中等度および重度栄養障害群の患者は有意に高齢で、体格指数

が低く、透析患者と重症虚血肢が多かった。PAD の罹患部位は下腿三分枝が多く、治

療の不成功率が高かった。中等度および重度栄養障害群では高感度 CRP が高く、糸球

体濾過率は低かった。血清アルブミン値、総コレステロール値、血中リンパ球数と PAD

の重症度との間には、有意な負の相関があった。重症虚血肢の患者、下腿三分枝に治療

を受けた患者では、中等度および重度栄養障害を有する患者の割合が有意に高かった。 

観察期間中に（中央値 1,071日）、67人で心血管イベントおよび重症虚血肢（MACLE）

を生じた。単変量解析では、年齢、体格指数、高血圧、脂質異常症、糖尿病、虚血性心

疾患の既往、透析、重症虚血肢、糸球体濾過率、高感度 CRP、CONUTスコアがMACLE

の発生に有意に関与していた。多変量解析では、CONUT スコアは年齢、脂質異常症、

虚血性心疾患の既往、重症虚血肢、糸球体濾過率、高感度 CRPで補正後もMACLEの

独立した危険因子だった（ハザード比 2.843、95%信頼区間 1.042-7.755、P=0.041）。 

カプランマイヤー生存曲線では、中等度および重度栄養障害群で MACLE の発生が

多かった（P<0.001）。主要評価項目を主要有害心血管イベント（MACE）に限定して

も、同様の結果が得られた。重症虚血肢の有無で患者を 2群に分けると、重症虚血肢の

患者では MACLE、MACE ともに中等度および重度栄養障害群で発生が多い傾向にあ

った。 

既知の危険因子に CONUT スコアを加えると、総再分類改善度と統合判別改善度は

有意に改善した。 

考察：栄養障害は、PAD 患者の 56%に合併し、重症度ならびに予後と密接に関連して

いた。栄養障害の改善は PAD患者の重要な治療標的となりうることが示唆された。 
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